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(1)

11
月
３
日
（
月
）
横
浜
市
技
能
文
化

会
館
に
て
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
家
族
会
か
ら
70
数
名
の
参
加
者
が
あ

り
、
講
師
の
熱
意
あ
る
講
演
内
容
に
引

き
込
ま
れ
て
、
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

★
厚
木
精
華
園
利
用
者
の
現
状

①
利
用
者
の
平
均
年
令
が
平
成
６
年

の
開
園
時
の
52
才
か
ら
平
成
26
年
に

は
68
才
へ
の
高
齢
化
に
伴
い
、
身
体

状
況
変
化
が
現
れ
、
支
援
の
あ
り
方

が
変
わ
っ
た
。

②
高
齢
知
的
障
害
者
支
援
は
命
を
守

る
、
命
を
繋
ぐ
支
援
だ
け
で
な
く
、

ラ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
支
援
、
移
行
支
援

（
介
護
保
険
施
設
や
療
養
型
病
院
等
）
、

死
の
準
備
教
育
、
人
生
の
終
い
方
、

看
取
り
等
を
視
野
に
入
れ
た
支
援
を

組
み
立
て
る
こ
と
が
緊
急
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

★
課
題
と
対
応

①
医
療

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
・

危
険
予
知
訓
練
。
通
院
・
入
院
の
手

配
・
単
身
者
対
応

②
入
浴
支
援

シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
ー
・
シ
ャ
ワ
ー

キ
ャ
リ
ー
・
マ
ル
チ
リ
フ
タ
ー
、
機

械
浴
槽
の
利
用
に
よ
る
利
用
者
の
身

体
状
況
に
応
じ
た
入
浴
の
実
施

③
転
倒
防
止
支
援

加
齢
に
よ
る
筋
力
や
視
力
低
下
や

身
体
状
況
の
変
化
を
認
識
し
た
支
援

の
展
開
と
ハ
ー
ド
面
の
整
備
。

④
食
事
支
援

加
齢
に
伴
う
身
体
機
能
低
下
に
対

応
す
る
摂
食
機
能
に
応
じ
た
食
事
の

提
供

《
口
溶
け
食
の
開
発
》

嚥
下
困
難
な
利
用
者
へ
の
食
事
と

し
て
医
師
、
栄
養
士
、
調
理
員
、
支

援
員
等
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
ん
で

開
発
し
た
成
果
物
が
口
溶
け
食
。
適

温
提
供
が
で
き
、
口
に
含
ん
で
「
噛

む
」
と
言
う
感
覚
で
溶
け
、
飲
み
込

み
や
す
い
。

⑤
地
域
生
活
支
援

◆

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
者
数

11
ホ
ー
ム
・
44
名
。

◆

支
援
の
目
的

入
居
者
の
生
活
文

化
を
活
か
す
。

◆

支
援
の
方
向
性

入
居
者
の
健
や
か

な
老
い
を
支
え
る
。

★
事
例
報
告

①
79
才
男
性

◆

大
腿
骨
骨
折
、
リ
ハ

ビ
リ
で
２
ヶ
月
入
院

後
の
GH

生
活
を
２
階

か
ら
１
階
に
移
る
。

◆

老
後
を
考
え
、
特
養

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
移
行
も
考
え
ら
れ

た
が
、
介
護
保
険
施
設
に
移
行
せ
ず

に
、
18
年
間
住
み
慣
れ
た
GH
で
の
地

域
生
活
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
に
決

定
し
た
。

②
78
才
女
性

◆

平
成
25
年
５
月
圧
迫
骨
折
に
よ
る
腰

痛
が
判
明
し
、
介
護
保
険
の
入
浴
支

援
導
入
、
歩
行
器
の
使
用
開
始
。
認

知
症
発
症
、
26
年
５
月
、
直
腸
の
疾

病
の
た
め
入
院
手
術
に
備
え
て
GH
で

待
機
。

◆

排
尿
、
排
便
の
失
敗
が
重
な
り
、
世

話
人
か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
あ
っ
た
。

◆

入
浴
も
嫌
が
り
清
潔
の
保
持
が
困
難

に
な
る
も
本
人
は
GH
の
生
活
を
望
ん

で
い
た
が
、
手
術
に
備
え
て
の
短
期

入
所
を
納
得
し
て
い
た
だ
く
。

◆

手
術
終
了
後
も
経
過
観
察
の
た
め
短

期
入
所
を
利
用
中
。

◆

厚
木
精
華
園
の
短
期
入
所
を
軸
足
に

し
て
、
移
行
支
援
を
実
施
。
３
箇
所

の
特
養
老
人
ホ
ー
ム
の
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
実
施
し
、
11
月
に
特
養
老
人

ホ
ー
ム
へ
移
行
の
予
定
。

③
76
才
女
性

◆

社
交
的
な
性
格
の

女
性
で
進
行
性
の
肺

が
ん
で
余
命
数
ヶ
月

と
診
断
。

◆

単
身
者
で
知
的
障

害
が
あ
り
医
療
的
な

意
思
決
定
が
出
来
な

い
の
で
、
行
政
、
厚

木
精
華
園
、
病
院
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
等
で
「
ケ
ア
会
議
」

を
実
施
し
て
応
援
チ
ー

ム
結
成
。

◆

ホ
ス
ピ
ス
へ
移
行
ま
で
の
期
間
、
夜

勤
者
の
い
る
GH
に
転
居
し
楽
し
め
る

う
ち
に
楽
し
め
る
こ
と
を
実
施
。

◆

訪
問
治
療
、
快
適
な
入
浴
環
境
、
介

護
ベ
ッ
ド
の
導
入
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
事

業
所
が
出
来
る
こ
と
を
支
援
。

◆

８
月
以
降
体
力
の
衰
え
が
目
立
ち
初

め
、
散
歩
が
出
来
な
く
な
り
車
イ
ス

使
用
が
多
く
な
る
。

◆

９
月
10
日
昼
食
後
に
チ
ア
ノ
ー
ゼ
が

あ
っ
た
の
で
救
急
車
要
請
し
入
院
。

◆

９
月
20
日
ホ
ス
ピ
ス
へ
転
院
。

本
人
は
面
会
時
に
い
つ
戻
れ
る
か
と

聴
か
れ
た
。
９
月
28
日
永
眠
。

◆

10
月
３
日
厚
木
精
華
園
で
お
別
れ
会
。

★
高
齢
知
的
障
害
者
の

老
後
を
支
え
る
た
め
に
は

◆

安
心
・
安
全
に
人
生
を
自
分
で
生
き

る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
。

◆

本
人
以
外
の
思
い
や
都
合
が
優
先
さ

れ
て
い
な
い
か
見
守
る
必
要
が
あ
る
。

◆

仲
間
の
元
で
老
い
て
い
き
た
い
希
望

が
あ
る
。

こ
れ
ら
を
ど
う
し
た
ら
支
え
て
い
け

る
か
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

★
最
後
に

高
齢
化
の
進
行
は
予
想
以
上
に
早

く
、
今
ま
で
の
対
応
で
は
追
い
つ
か

な
い
。
現
在
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

で
は
限
界
が
あ
る
。

誰
に
も
訪
れ
る
死
・
看
取
り
の
課

題
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
保
険
と

の
併
用
の
課
題
な
ど
少
し
ず
つ
整
理

が
つ
い
て
き
た
の
が
現
状
。

知
的
障
害
者
が
「
安
心
し
て
地
域

で
生
き
る
こ
と
」
を
支
え
る
仕
組
み

の
実
現
を
目
指
し
て
、
日
々
の
支
援

を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
。

学
習
会
開
催
報
告(

や
ま
ゆ
り
サ
ポ
ー
ト
協
会
共
催
）

「
利
用
者
の
高
齢
化
に
伴
う
支
援
の
変
化
と
問
題
点
」

講
師
：
厚
木
精
華
園

地
域
支
援
部
長

今
井

幸
世
氏

講
演
概
要
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11
月
12
日

（
水
）
午
後
１
時
か
ら
東

京
人
形
町
区
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
嶋
田
神
奈
川
施
保
連
副
会
長
を

講
師
と
し
て
お
願
い
し
て
「
福
祉
を
め
ぐ

る
最
近
の
動
き
」
に
関
す
る
研
修
会
を
、

関
東
各
地
か
ら
20
数
名
の
参
加
を
得
て
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

途
中
休
憩
を
挟
ん
で
約
３
時
間
強
の
時

間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
終
了
後
の

質
疑
応
答
で
も
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

★
65
才
問
題

知
的
障
害
の
あ
る
人

の
場
合
、
GH
や
在
宅
の

利
用
者
は
65
才
に
な
る

と
、
原
則
と
し
て
介
護

保
険
に
移
行
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
同
行
支
援
・

行
動
援
護
・
自
立
訓
練
・

就
労
移
行
支
援
等
は
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
な

い
の
で
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
。

な
お
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
福
祉
サ
ー

ビ
ス
が
併
せ
て
利
用
で
き
る
場
合
も
あ
る

の
で
、
市
町
村
の
担
当
窓
口
に
問
い
合
わ

せ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
入
所
施
設
の
利
用
者
の
場
合
は
、

65
歳
以
降
も
介
護
保
険
の
適
用
外
で
、
引

き
続
き
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
適
用
さ
れ
る
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
場
合
の
自
己
負
担
額
に
つ
い
て

は
、
厚
木
市
の
場
合
を
例
に
と
る

と
、
障
害
基
礎
年
金
の
み
の
受
給

者
は
、
年
額
約
３
万
３
千
６
百
円

プ
ラ
ス
利
用
サ
ー
ビ
ス
料
金
の
１

割
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

★
配
置
医
師
問
題

施
設
の
配
置
医
師
に
つ
い
て
は
、

Ｈ
26
年
４
月
か
ら
看
護
師
が
常
駐

し
て
い
て
、
か
つ
、
必
要
に
応
じ
て

医
療
機
関
へ
通
院
等
が
可
能

な
場
合
は
、
お
か
な
く
て
も

良
い
こ
と
に
な
っ
た
。

配
置
医
師
を
お
い
た
場
合

は
、
配
置
医
師
が
専
門
医
を

紹
介
し
た
場
合
や
緊
急
事
態

に
対
応
す
る
場
合
を
除
き
、

配
置
医
師
以
外
の
診
療
を
受

け
る
こ
と
は
「
み
だ
り
に
診

療
」
に
該
当
す
る
の
で
で
き

な
い
。

ま
た
、
配
置
医
師
に
対
し

て
は
、
事
業
者
報
酬
の
中
か

ら
顧
問
料
な
ど
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い
る

と
い
う
解
釈
の
も
と
に
、
配
置
医
師
お
よ

び
そ
の
紹
介
医
師
は
、
初
診
料
、
再
診
料

等
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

★
障
害
支
援
区
分

百
二
十
項
目
か
ら
80
項
目
に
減
ら
し
、

評
価
方
法
を
見
直
し
た
と
言
う
こ
と
で
す

が
、
３
障
害
を
同
一
の
尺
度
で
評
価
・
判

定
す
る
と
い
う
基
本
的
な
問
題
点
は
解
消

さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
投
入
す
る

デ
ー
タ
そ
の
も
の

は
「
認
定
調
査
員
」

の
判
断
で
あ
り
、

調
査
員
の
個
人
差

で
左
右
さ
れ
る
こ

と
は
問
題
で
あ
る
。

★
サ
ー
ビ
ス
等

利
用
計
画

利
用
計
画
は
、

個
々
の
利
用
者
が

受
け
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
を

認
定
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
市
町
村

認
定
の
「
指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
者
」

に
作
成
を
依
頼
す
る
か
、
本
人
ま
た
は
家

族
等
の
支
援
者
が
「
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
」
を

作
成
し
て
市
町
村
に
提
出
す
る
必
要
が
あ

る
。こ

の
利
用
計
画
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働

省
は
26
年
度
末
ま
で
に
対
象
者
全
員
に
つ

い
て
作
成
す
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
の
進
捗
状
況
を
み
る
限
り
、
か
な
り
難

し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

★
地
域
生
活
移
行
は
ど
う
な
る
？

厚
生
労
働
省
の
「
第
４
期
障
害
福
祉
計

画
」
で
は
、
Ｈ
29
年
の
地
域
生
活
移
行
者

数
は
約
２
万
２
千
余
名
、
一
方
、
入
所
施

設
の
定
員
減
は
約
５
千
７
百
名
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
入
所
施
設
の
利
用
を

希
望
す
る
人(
待
機
者)

が
ま
だ
多
数
い
る

こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
や
み

く
も
に
入
所
施
設
の
縮
小
・
廃
止
を
推
し

進
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

CH
の
GH
へ
の
一
元
化
に
伴
う
変
更
点
と

し
て
は
、
GH
事
業
者
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
、
「
日
常
生
活
の
援
助
等
」
と
「
介

護
サ
ー
ビ
ス
」
に
分
け
、
GH
事
業
者
が
そ

の
す
べ
て
を
担
当
す
る
「
介
護
サ
ー
ビ
ス

包
括
型
」
か
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
外
部
に

委
託
す
る
「
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
」
の

ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
「
介
護
サ
ー
ビ

ス
包
括
型
」
が
大
多
数
で
あ
る
が
、
将
来

的
に
は
「
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
」
に
移

行
し
て
い
く
懸
念
が
あ
る
。

★
絶
え
な
い
障
害
者
虐
待

家
庭
で
の
虐
待
者
は
父
親
・
母
親
・
兄

弟
姉
妹
が
約
20
％
ず
つ
で
あ
り
、
被
虐
待

者
は
女
性
が
約
65
％
で
あ
る
。

施
設
で
は
支
援
員
に
よ
る
虐
待
が
約
31

％
で
あ
り
、
被
虐
待
者
は
男
性
が
約
67
％

を
占
め
て
い
る
。

ま
た
、
虐
待
の
内
容
は
、
知
的
障
害
の

あ
る
人
へ
の
身
体
的
虐
待
が
最
も
多
く
、

働
く
障
害
者
へ
の
虐
待
は
経
済
的
虐
待
＝

法
律
違
反
が
多
い
。

★
ま
と
め

障
害
福
祉
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
き
”
と

題
し
、
各
種
の
資
料
お
よ
び
デ
ー
タ
に
も

と
づ
く
説
明
に
よ
っ
て
、
最
近
の
障
害
福

祉
を
め
ぐ
る
様
々
な
動
き
と
、
そ
こ
に
含

ま
れ
る
問
題
点
等
が
わ
か
り
ま
し
た
。

説
明
終
了
後
、
「
配
置
医
師
」
の
取
扱

い
・
「
地
域
生
活
移
行
」
後
GH
で
の
生
活

が
困
難
に
な
っ
た
場
合
の
施
設
再
入
所
の

問
題
・
「
終
の
棲
家
」
は
ど
こ
か
・
「
看

取
り
」
は
ど
の
範
囲
ま
で
可
能
か
等
々
質

問
が
多
く
あ
り
、
時
間
い
っ
ぱ
い
使
っ
た

大
変
有
意
義
な
研
修
会
で
し
た
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
報
告

講
演
概
要


